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こ
の
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
に
は
、
東
関

東
１９
名
（
9
支
部
Ｏ
Ｂ
会
）
、
西
関
東
２３
名

（
11
支
部
Ｏ
Ｂ
会
）、
上
信
越
１８
名
（
１０
支
部

Ｏ
Ｂ
会
）、
東
北
２７
名
（
２０
支
部
Ｏ
Ｂ
会
）
の

総
勢
８７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

   

会
議
で
は
、
約
7
割
の
組
合
員
が
JR
東
労

組
を
脱
退
し
た
以
降
、
初
め
て
本
部
Ｏ
Ｂ
会
が

実
施
し
た
「
組
織
実
態
調
査
」
の
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動

に
重
要
な
支
部
事
務
所
が
な
く
な
っ
た
り
、
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
書
記
さ
ん
が
居
な
く

な
っ
た
り
す
る
等
、
大
変
厳
し
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
４
会
場
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
た

「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
」
で
出
さ
れ
た
意 

         

        

見
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
提
起
し
た
「
地

本
・
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
を
重
視
す
る
今

後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
考
え
方
」
に
賛
同
す

る
も
の
が
多
数
で
し
た
。 

 

ま
た
そ
の
他
の
意
見
と
し
て 

①
今
回
の
本
部
の
「
ゴ
タ
ゴ
タ
」
に
つ
い

て
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
Ｏ

Ｂ
担
当
の
役
員
の
出
席
が
あ
れ
ば
よ

か
っ
た
。（
東
関
東
） 

②
「
ス
ト
反
対
」
の
地
本
に
「
指
令
違
反
」

と
言
っ
て
い
た
本
部
が
、
い
つ
方
針
が

変
わ
っ
た
の
か
そ
の
経
緯
を
教
え
て

ほ
し
い
。（
上
信
越
） 

③
「
憂
う
会
」
に
対
す
る
今
後
の
本
部
Ｏ

Ｂ
会
の
対
応
を
聞
き
た
い
。（
西
関
東
） 

④
「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
助
成
金
の
増
額
」
は
大

変
助
か
る
。（
全
ブ
ロ
ッ
ク
） 

⑤
事
務
所
が
な
く
な
っ
た
の
で
役
員
宅

を
連
絡
先
に
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

（
上
信
越
） 

⑥
書
記
さ
ん
が
居
な
く
な
っ
た
の
で
、
Ｏ

Ｂ
会
が
当
番
制
で
事
務
所
を
守
っ
て

い
る
。 

 

な
ど
、
苦
境
の
中
で
現
職
の
活
動
を
支

え
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
も
知
恵
を
出
し

な
が
ら
奮
闘
し
て
い
る
報
告
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。 

 
 

会
議
の
最
後
に
は
、
今
日
本
退
職 

 

 

会
議
の
最
後
に
は
、
日
本
退
職
者
連
合 

組
織
実
態
調
査
は
厳
し
い
結
果
に 

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
西
日
本
豪
雨
災
害
救

援
カ
ン
パ
」
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
西
日
本

豪
雨
災
害
の
被
災
者
の
中
に
は
JR
総
連
傘

下
の
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
会
員
も
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
。 

   

今
回
の
会
議
で
は
、
組
合
員
の
大
量
脱
退

で
5
年
早
ま
っ
た
「
Ｏ
Ｂ
会
員
の
減
少
・
高

齢
化
時
代
」
に
対
応
す
る
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
行

う
た
め
に 

①
脱
退
し
た
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
（
＝
Ｏ
Ｂ
会

員
）
に
「
組
合
復
帰
」
を
呼
び
か
け
る
と

共
に
、
自
ら
の
健
康
寿
命
も
延
ば
し
な
が

ら
組
織
拡
大
に
努
め
る
。 

②
地
域
で
の
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
、

支
部
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
助
成
金
を
増
額
す
る
。 

そ
の
他
に
日
本
退
職
者
連
合
の
「
西
日
本

豪
雨
災
害
救
援
カ
ン
パ
」
に
協
力
態
勢
を
と

る
等
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

更
に
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
あ
り
方
を
巡
っ
て

は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
関
の
場
を
通
じ
て

慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

  
 

 

本部 OB会も助成金増額で支援検討 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
８
月
２３
日
か
ら
東
関
東
・
西
関
東
・
上
信
越
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
４
会
場
で
、
昨
年
に
続
き
第
２
回
目
の
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
特
に
今
回
は
、
JR
東
労
組
の
組
合
員
が
大
量
脱
退
す
る
と
い
う
「
組
織

的
危
機
」
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

会
議
で
は
５
年
後
か
ら
始
ま
る
と
予
想
し
て
い
た
「
Ｏ
Ｂ
会
員
の
減
少
・
高
齢

化
時
代
」
が
早
ま
っ
た
こ
と
で
、「
今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
あ
り
方
」
を
め
ぐ
っ

て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

４ブロックの支部 OB会代表者と  

今後の OB会活動を議論 
 本部 OB会は助成金増額で支援検討 

 

西
日
本
豪
雨
へ
の
カ
ン
パ
も 

東関東 
日時 2018 年 8 月 23 日・13 時  

場所 中 央 本 部 小 会 議 室 

西関東 
日時 2018 年 8 月 24 日・13 時 

場所 中 央 本 部 小 会 議 室 

上信越 
日時 2018 年 8 月 27 日・13 時 

場所 高 崎 地 本 会 議 室 

東 北 
日時 2018 年 8 月 29 日・13 時 

場所 盛 岡 地 本 会 議 室 

 
 

 

第２回ブロック別支部 OB会代表者会議 

会議で挨拶する古川会長 

ま
と
め
で
は 
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会員相互の懇親と、地域活動で連帯を深めよ

7
月
6
日
新
潟
市
秋
葉
区
「
天

元
」
に
会
員
33
名
が
集
い
、
地
本
Ｏ

Ｂ
会
主
催
の
交
流
囲
碁
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
囲
碁
大
会
は
地
本
Ｏ
Ｂ

会
の
主
要
な
レ
ク
行
事
と
し
て
定
着

し
、
今
年
で
9
回
目
を
数
え
ま
す
。 

 

囲
碁
を
愛
好
す
る
参
加
者
は
、
和

気
藹
々
の
中
に
も
真
剣
に
対
局
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。特
に
今
年
は
「
半

目
勝
負
」「
後
半
の
逆
転
」
な
ど
星
の

つ
ぶ
し
合
い
が
続
き
、
順
位
を
決
め

る
の
に
苦
労
す
る
ほ
ど
、
僅
差
の
勝

負
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

             

 

終
了
後
は
場
所
を
移
し
て
の
懇
親

会
。
ア
ル
コ
ー
ル
で
「
静
か
な
勝
負
」

で
疲
れ
た
脳
を
癒
や
し
、
会
話
を
弾

ま
せ
脳
の
活
性
化
を
図
り
、「
次
回
も

健
康
で
対
戦
し
よ
う
」
と
再
会
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
羽
越
・
新
潟
地
域
と
「
上

信
越
地
域
」
に
分
か
れ
て
の
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 新

潟
地
本
OB
会 

 

〈

仙

台

〉 
 

猛
暑
が
続
く
７
月
１９
日
、
１３
時
か
ら
地

本
会
議
室
で
「
第
２２
回
定
期
総
会
」
が
５７

名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
部
の
総
会
で
は
「
組
合
は
大
量
脱

退
を
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
「
今
後
の

Ｏ
Ｂ
会
活
動
が
心
配
だ
」
な
ど
、
8
名
の

会
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
2
部
は
氏
家
本
部
副
委
員
長
の
講
演

で
、
現
在
本
部
が
作
成
中
の
「
職
場
討
議
資

料
」
の
内
容
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
3
部
は
懇
親
会
で
、
久
し
ぶ
り
に
仲

間
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
猛
暑
と
日
頃
の
疲

れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。 

  
 
 
 

会

長 

近

藤

寿

一 

 
 
 
 

副

会

長 

荒

井

武

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

早

坂

幹

生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐

藤

孝

人 

 
 
 
 

事
務
局
長 

林

英

夫 

  

7
月
12
日
9
時
30
分
よ
り
連
合
会

館
に
お
い
て
、「
退
職
者
連
合
第
22
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
JR
総
連
Ｏ
Ｂ

連
絡
会
か
ら
は
、
北
海
道
労
組
・
貨
物
労

組
・
東
海
労
・
東
労
組
の
各
Ｏ
Ｂ
会
か
ら

5
名
の
代
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

開
会
後
、
挨
拶
に
立
っ
た
人
見
会
長
か

ら
「
西
日
本
豪
雨
」
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
黙
祷
の
提
起
が
あ
り
、
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
、
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
相
原
連
合
事
務

局
長
、
各
政
党
の
代
表
、
友
誼
団
体
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
に
対
し
、
3
名
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
JR
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会

か
ら
は
、
東
海
労
Ｏ
Ｂ
会
の
福
島
さ
ん

が
、
①
憲
法
改
正
に
反
対
。
沖
縄
の
人
た

ち
の
苦
し
み
は
、
日
本
全
体
の
問
題
。
②

「
袴
田
事
件
」
に
つ
い
て
、
最
高
裁
で
一

刻
も
早
い
再
審
・
無
罪
を
。
③
リ
ニ
ア
新

幹
線
に
3
兆
円
を
融
資
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
維
持
す
べ
き
と
、
3

点
発
言
し
、
JR
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
と
し

て
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
役
員
の
一
部
交
代
を
含
む
全

て
の
議
案
を
承
認
し
、
会
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

    
 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
日
本
退
職
者
連
合
の

取
り
組
み
の
要
請
を
受
け
、
１１
月
２０
日

ま
で
「
救
援
・
緊
急
カ
ン
パ
」
を
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〈

千

葉

〉 

6
月
30
日
13
時
よ
り
千
葉
市
民
会

館
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
記
念

の
「
第
21
回
定
期
総
会
」
が
、
39
名
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
と
千

葉
県
退
職
者
連
合
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
第
1
部
は
、
鵜
ノ
澤
地
本

書
記
長
の
「
JR
東
労
組
の
現
状
と
今
後

の
課
題
」
と
題
し
た
記
念
講
演
で
、
第

２
部
が
「
定
期
総
会
」
で
し
た
。 

第
3
部
は
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
駅

前
に
場
所
を
移
し
て
「
懇
親
会
」
が
開

か
れ
、
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
年
の
重
み
を
噛

み
締
め
な
が
ら
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

 

会

長 

新
発
田
正
利 

副
会 

長 

石

井

俊

郎 

事
務
局
長 

扇

谷

健

七 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

新役員体制 

西
日
本
豪
雨
災
害
で 

「
救
援
・
緊
急
カ
ン
パ
」 

〈

高

崎

〉 

 

7
月
21
日
15
時
よ
り
、
地
本
会
議

室
で
「
第
21
回
定
期
総
会
」
を
60
名

の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
他

に
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
と
組
織
内
議
員

の
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
2
名
で
、
「
現
役
の
出
来

事
を
正
確
に
教
え
て
ほ
し
い
」「
統
一
地

方
選
を
頑
張
ろ
う
」
の
内
容
で
し
た
。 

 

地
本
は
20
数
名
の
組
合
員
し
か
い

な
い
が
、
Ｏ
Ｂ
の
仲
間
達
と
の
結
束
を

固
め
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
旧
交

を
温
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

    

会 
 

長 

堀

口

昇 

副

会

長 

関
谷
則
之 

金
子
秀
一 

花
田 

實 

半
田
国
明 

原 

武
久 

春
原
芳
雄 

事
務
局
長 

赤
石
美
弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「懇親会」は OB会活動の源 だ！ 
    各地方の定期総会で、新体制が続々と確立される  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈

新

潟

〉 

 

８
月
３１
日
１２
時
よ
り
新
潟
鉄
道
信
用
組

合
の
大
会
議
室
で
、「
第
２２
回
定
期
総
会
」

が
６４
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
他
に
、

組
織
内
の
佐
藤
県
議
と
新
潟
県
退
職
者
連

合
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
昨
年
亡
く
な
っ
た
9
名
の
会
員

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
始
ま
り
、
9
名
の
会

員
か
ら
「
少
数
の
地
本
を
支
え
る
」
「
新
潟

の
Ｏ
Ｂ
会
は
最
後
ま
で
ま
と
ま
っ
て
行
く
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
駅
前
の
「
よ
さ
こ
い
」
で
開
催

さ
れ
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
「
少
な
い
現
役

を
支
え
よ
う
」
と
盃
を
重
ね
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

会

長 

山

崎

次

男 

 
 
 
 

副

会

長 

細

谷

邦

彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖

田

晴

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡

辺

文

弘 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

高

橋

信

吾 

  
 

 

新役員体制 

 

 

終
了
後
は
場
所
を
移
し
て
の
懇

親
会
。
ア
ル
コ
ー
ル
で
「
静
か
な
勝

負
」
で
疲
れ
た
脳
を
癒
や
し
、
会
話

を
弾
ま
せ
脳
の
活
性
化
を
図
り
、

「
次
回
も
健
康
で
対
戦
し
よ
う
」
と

再
開
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
羽
越
・
新
潟
地
域
と
「
上

信
越
地
域
」
に
分
か
れ
て
の
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
新
潟
地
本
OB
会
） 

  

新潟地本 OB会・囲碁大会を盛大に開催 
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新
役
員
体
制 

 
 

  

連
日
の
猛
暑
が
続
く
7
月

25
日
、
仙
台
地
本
・
米
沢
地

区
Ｏ
Ｂ
会
主
催
に
よ
る
「
第

7
回
福
島
原
発
避
難
者
支
援

夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

福
島
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
紺
野

会
長
を
始
め
4
名
と
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
の
奥
山
副
会
長
、
仙
台

地
本
の
尾
形
書
記
長
、
山
形
支

部
の
庄
司
書
記
長
に
も
お
手

伝
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
し
た

Ｏ
Ｂ
会
員
７
名
と
共
に
賑
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

今
年
の
夏
祭
り
は
、
恒
例
に

な
っ
て
い
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

が
人
気
で
し
た
。
中
で
も
何
と

い
っ
て
も
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
流
し
素
麺
が
子
供
達
に
大

人
気
で
、
合
間
に
流
し
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
に
は
、
特
に
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

毎
年
夏
祭
り
に
参
加
し
て

い
る
福
島
の
避
難
者
か
ら
の

感
謝
の
言
葉
に
は
、
会
員
一
同

暑
さ
や
疲
れ
も
忘
れ
爽
や
か

な
気
持
ち
に
な
り
、
今
後
も
毎

年
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。 

 

終
了
後
は
場
所
を
移
し
て

福
島
支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
交
流
し
、

旨
い
生
ビ
ー
ル
で
盛
り
上
が

り
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て

解
散
し
ま
し
た
。 

（
米
沢
地
区
ＯＢ
会 

長
尾
浩
） 
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退

職

者

連

合

定

期

総

会 

原
発
避
難
者
支
援
夏
祭
り 

今
年
も
賑
や
か
に
開
催 


